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Improving VIN identification function

 特定の車両ブランドでは、VIN(車両識別番号)をOBDモード9で読み
取ることが出来ないため、この方法では車両を識別できません。VINを
正確に読み取るためには、まず車両メーカーを選択する必要がありま
す。その後エンジンコントロールユニット等からVINを読み取り、車両を
識別することが可能になります。

 このアップデートでは、VIN識別 タブ内に車両メーカーの選択機能
を追加しました。これにより車両メーカー選択後にVINを読み取るこ
とが可能になります。

 車両メーカーはここにリストされており、これらを先ず選択するとVIN識
別の結果が向上します。この手順が不要な車両メーカーは選択対象外
です。

 この機能の市場導入開始時には数社しか表示されませんが、次回以降
のアップデートではさらに多く車両メーカーが追加される予定です。
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Tesla diagnosis:  
Special features at a glance

電気自動車は、ESI[tronic]2.0 Onlineの標準開発目標の一部です。ユ
ーザーの皆様は診断データにアクセス出来るようにする為に追加のラ
イセンスを購入する必要はございません。 

対象となるモデルはModel SとModel Xが含まれます。他のモデルに
ついても追ってカバレージが拡大されます。

Teslaは診断の分野においても特別な機能を提供しています。 Tesla車
の診断を成功させるには、これらの特別な機能を知っておく事が重要
です。例えばModel SとModel Xは、ブレーキペダルを踏んで車両を
CAN診断にアクセスできるモードにします。

この作業は他の車両メーカーでは通常行われていないため、これらを
知っておく事が重要となります。この2023 | 2の更新から、 Teslaの診断
に役立つ情報へのリンクを提供します。
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Improvement of the labor values  
for maintenance information

ESI[tronic]の改善活動の一環で、タイミングベルトの情報についても
最適化されました。

2023 | 2ではさらに進んでいます。

保守作業の表示がさらに分かりやすくなりました。

車両の装備に基づいて、整備計画を作成する前であっても、ユーザー
は数クリックすることで要求された総作業時間の概要を以前よりわか
りやすく把握できるようになりました。

例えばもしオートマチックギアボックスもしくはサンルーフが車両に
装着されている場合、ユーザーはそれぞれのメンテナンスポジション
で直接これらのオプションを選択することで自動的に作業時間に含ま
れてゆきます。もちろん時間と作業費の設定をユーザーが行えるオプ
ションも有ります。
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Secure Diagnostic Access (SDA):  
BoschID becomes SingleKey ID 

すでにESIニュース2022/4でお伝えしたように、BoschIDが
SingleKey IDになりました。この利点はさらに拡大されます。BoschID
に比べ、SingleKey IDはパートナー企業によるさらに多くのアプリケー
ションに使用することができます。これまで個人のBoschIDを使って
SDAにアクセスしていたESI[tronic]ユーザーは、切り替えのために
何もする必要がありません。SDAのアクセスデータも変わりません。

今年の初めに、BoschIDをご利用の皆様には切り替えのご案内とオプ
ションについてのメールが届いていることと思います。

ESI[tronic] update 2023 | 2により、ユーザーは以前のBoschIDへ
の誘導はされずにSingleKey IDのログインスクリーンに行きログイン
後に以前と同じデータやSecure Diagnostic Accesをご利用いただ
けます。SDAの利用はSingleKey IDでのみ可能です。
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Bosch Connected Repair  
and ESI[tronic] 2.0 Online

Bosch Connected RepairはESI[tronic] 2.0 Onlineと完全に連動し、車両のワンタイム認証、 
全てのプロトコルとしてのデータベース、自動バックアップ等の多くのメリットを提供します。

Bosch Connected Repairから直接VIN検索による自動識別を行い、KTSユーザーに素早く結
果を提供します。 このVIN検索は診断のみならず、Bosch Connected Repairにつながれいる
全てのデバイス、例えばエミッションテストステーション、FSA、DAS3000*で使うことが出来ま
す。

*DAS3000: 準備中
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1. KTSを車両につなぎ、イグニッションをONにします。
2. Bosch Connected Repairで車両選択へ行き、Createボタン選択し、新規の車両を作成します。
3. 自動VIN読み取り機能(Automatically read VIN)をクリックします。
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4. ESI[tronic]が自動で開き、VINが読み出され、車両識別(VIN identification)がBosch Connected Repair 
に送り返されます。

5. 新しいジョブカードが、この車両識別番号でCoReに作成されます。
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6. 必要に応じ、されにデータ(ナンバープレート、走行距離等)の追加を行うことが出来ます。
7. ジョブカードは開かれたままになり、ジョブカードを使ってされにタスクを追加することが出来ます。


